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東北小麦品種におけるタンパク質成分の遺伝変異
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1 は じ め に

国内産小麦 (7riι jc“れ αOSι jυ″れ)の品質改善が強 く

求められている状況の下で,高品質小麦品種を育成するこ

とが緊急の課題となっている。そのためには,育成段階の

初期世代で簡易・迅速に品質検定する手法を開発し,高品

質の系統を効率的に選抜することが必要となっている。従

来の小麦めん適性の品質評価法では,多量の試料と多大の

労力を必要とすること等から,初期世代の選抜には使えな

い。そこで,初期世代における品質の簡易・迅速評価法の

手法の開発を含めた,タ ンパク質成分組成の遺伝変異と特

徴を解明することが必要とされている
1ゝ

本報告では,特に,品質育種のための評価手法の一つと

して,東北地方で育成された小麦農林登録品種の種子貯蔵

タンパク質である,高分子量グルテニンサブユニット構成

の遺伝変異とその特徴を明らかにすることを目的とした。

2試 験 方 法

小麦種子貯蔵タンパク質の高分子量グルテニンサブユニソ

ト構成の解析は,SDS― ゲルボリアクリルアミド電気泳動

法により行った。供試材料として,東北地域で育成された

小麦農林登録品種27点を用いた。これら東北小麦27品種に

ついて,品質と関連する重要なタンパク質成分である高分

子量グルテニンサブユニット構成の遺伝変異について検討

した。

3 試験結果及び考察

今回調べた,東北小麦27品種における C′″―スゴ,Gι
“
―

Bヱ 及び Gι
“
―Dプ の各対立遺伝子支配の高分子量グルテ

ニンサブユニットは,特定の高分子量グルテニンサブユニッ

トのタンパク質成分しかもっていなかった (表 1,表 2)。

cl.― ス2遺伝子支配の高分子量グルテニンサブユニ ット

では,ナ ンプコムギがサブユニット1,サ キュウコムギが

サブユニット2'を もっていたが,こ の 2品種以外はすべ

て Nullであった。Cια―Bゴ 遺伝子支配の高分子量グル

テニンサブユニットでは,27品種のすべてがサブユニット

7+8を もっていた。C′2-Dノ 遺伝子支配の高分子量グ
ルテニンサブユニットでは,ナ ンブコムギがサブユニット

4+12,農 林22号が145kDサ ブユニントをもっていたが ,

この 2品種以外はすべてサブユニット2+12を有していた。

表 1 東北小麦品種における Cι
“
―スプ,Bゴ及びDコ遺

伝子座の各対立遺伝子支配の高分子量グルテニ

ンサブユニット
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表2 東北小麦品種における高分子量グルテニンサブ
ユニット構成
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表3 東北小麦品種における高分子量グルテニンサブユニット構成

サブユニント構成
1,7+8,4+12       1   ナンブコムギ
2・ ,7+8,2+12         1
Null,7+8,145kD+12    1
Null,7+8,2+12

サキュウコムギ

農林22号

24   農林 1号,農林 2号,農林 6号,農林10号
農林14号,農林18号,農林27号,農林33号
農林39号,農林40号,農林55号,農林58号
スソノコムギ,ム ッベンケイ,ア オバコム三  ヒッミ
フルッマサリ,キ タカミコムギ, シモフサコムギ, ミ

コムギ,オ クコムギ
ヤギノコムギ

ハチマンコムギ.ハナガサコムギ,ワ カマツコムギ

4 ま め
高分子量グルテニンサブユニット構成では,ナ ンプコムギ

が 1,7+8,4+12,サ キュウコムギが 2・,7+8, 2
+12,農林22号がNull, 7+8,145kD+12の タンパク

質成分をもっていたが,この 3品種以外は Null, 7+8,

2■ 12の タンパク質サブユニット構成であり,東北小麦品

種における高分子量グルテニンサブユニ′卜構成の遺伝変

異の幅は小さく,特定のタンパク質成分しか有していない

ことが明らかとなった (表 3)。 しかし,東北地域でバン

用4ヽ麦として利用されているナンプコムギが,良いパン物

性に関与するサブユニット1の タンパク質成分を有し,農

林登録品種には希なタンパク質成分であるサブユニット4

■122)も 併せて有することは大変興味深い。また,高分子

量グルテニンの145kDサ ブユニットは,世界的にみてき

わめて希にしかその存在が確認されておらず,関東以西の

西南暖地で育成されためん用軟質小麦品種に特異的に高頻

度で存在するが
1),東
北地域では農林22号の1品種しかもっ

ていないことも,育成地域により高分子量グルテニンサブ

ユニット構成,すなわち,タ ンパク質成分が異なることを

示しているので興味深い知見といえる。

以上のことから,東北小麦品種の高分子量グルテニンサ

ブユニット構成におけるタンパク質成分の遺伝変異の幅は,

小さいことが明らかとなった。今後,こ の高分子量グルテ

ニンサブユニット構成におけるタンパク質成分の遺伝変異

の幅を広げ,品質的に変異に富む東北小麦品種を育成する

ためには,東北地域育成品種及び系統に,品質的に優れる

遺伝子源を国内外を問わず外国品種も含めて積極的に交配

することにより,導入していくことが必要であることを認

めた。
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